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米
濫
の

母

港

化

反
対
団
体
世
論
に
訴
え

夏
ま
で
に

looガ
人
署
名

母

港

化

の

意

味

は

以

外

な

ほ

ど

正

し

く

は

伝

わ

っ

て

い

な

い

。

マ

ス

コ

ミ

の

取

り

上

げ

方

も

小

さ

い

。

な

ら

ば

我

等

が

設

大

の

武

器

＿

ロ

コ

ミ

l

だ

。

「

首

都

圏

運

動

」

で

は

ス

ラ

イ

ド

と

説

明

用

マ

ニ

ュ

ア

ル

を

作

っ

た

。

こ

の

二

つ

を

持

っ

て

ド

ン

ド

ン

で

か

け

て

ゆ

こ

う

。

出

前

の

注

文

は

ト

マ

喰

い

虫

社

へ

。

も

ち

ろ

ん

首

都

園

以

外

に

も

出

張

し

ま

す

。

●
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
—

横

須

賀

で

は

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

作

製

に

拍

車

。

新

聞

折

り

込

み

の

チ

ラ

シ

も

、

も

う

配

ら

れ

て

い

る

は

ず

。

首

都

圏

運

動

も

リ

ー

フ

作

製

中

。

●
署
名
運
動

●
出
前
学
習
会

行
動
計
画

＇

ー

，

なんと！
垂直発射システムのテスト艦

バンカーヒルの得港化

一 一
な

ん

と

い

う

こ

と

だ

。

こ

の

V
L
Sは「
多

目

的

発

射

装

置

シ

ス

テ

ム

1

一

月

十

四

日

、

米

海

渾

は

ミ

サ

イ

ル

巡

洋

艦

バ

ン

だ

か

ら

全

て

が

全

て

ト

マ

ホ

！

ク

と

は

限

ら

な

い

。

カ

ー

ヒ

ル

の

横

須

賀

母

港

化

を

発

表

し

た

の

で

あ

る

。

八

四

年

の

米

議

会

賽

料

に

は

、

搭

戟

f

定

の

ト

マ

ホ

パ

ン

カ

ー

ヒ

ル

に

つ

い

て

、

マ

ス

コ

ミ

の

取

り

上

げ

ー

ク

は

フ

ァ

イ

フ

に

凹

十

五

、

バ

ン

カ

ー

ヒ

ル

に

二

、

、

、

、

方

は

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

「

イ

ー

ジ

ス

艦

（

最

新

十

六

と

あ

る

。

こ

の

控

え

目

な

数

字

で

い

っ

て

も

合

鋭

の

洋

上

防

空

シ

ス

テ

ム

を

備

え

た

ミ

サ

イ

ル

巡

洋

計

七

十

一

発

の

海

洋

中

距

離

核

(
I
N
F
)
ト

マ

ホ

艦

）

の

紀

備

」

と

い

う

と

こ

ろ

に

比

里

が

置

か

れ

て

ー

ク

が

日

本

に

虻

備

さ

れ

る

と

い

う

こ

と

な

の

で

あ

い

る

。

た

し

か

に

そ

の

こ

と

自

体

も

直

大

だ

。

し

か

る

。

陸

上

I
N
Fの
世

界

規

模

で

の

全

廃

合

意

に

世

し

、

「

問

題

」

の

木

命

・

か

ん

ど

こ

ろ

は

間

違

い

な

界

の

平

和

世

論

が

よ

ろ

こ

び

に

わ

い

た

、

こ

の

時

に

。

く

「

ト

マ

ホ

ー

ク

」

で

あ

る

。

い

や

、

「

全

廃

」

が

じ

つ

は

核

を

陸

上

か

ら

海

洋

に

す

で

に

楳

港

化

が

発

表

さ

れ

て

い

る

駆

逐

艦

フ

ァ

移

す

の

に

す

ぎ

な

か

っ

た

こ

と

が

こ

れ

で

は

っ

き

り

イ

フ

と

同

じ

く

、

バ

ン

カ

ー

ヒ

ル

は

ト

マ

ホ

ー

ク

を

し

た

の

で

あ

る

。

恐

る

べ

き

、

そ

し

て

怒

る

べ

き

こ

装

着

可

能

な

垂

直

発

射

シ

ス

テ

ム

(
V
L
S、六
十

と

で

は

な

い

か

。

一

の

発

射

管

を

持

つ

）

を

二

基

備

え

て

い

る

。

そ

れ

私

た

ち

の

答

え

は

一

っ

。

「

紐

港

化

を

止

め

よ

う

ど

こ

ろ

か

、

こ

の

艦

は

V
L
Sの
テ

ス

ト

（

八

六

年

ー

．

L
こ

れ

ま

で

に

や

っ

て

き

た

全

て

の

て

だ

て

を

つ

五

月

）

に

使

わ

れ

た

、

元

祖

、

卓

分

け

的

存

在

な

の

く

し

て

、

そ

し

て

新

し

い

や

り

方

に

大

胆

に

挑

戦

し

で
あ
る
。
左
の
写
真
は
そ
の
時
の
も
の
だ
。
都
合
百
て
、
あ
ら
ゆ
る
非
核
•
平
和
を
顧
う
人
々
と
手
を
つ

八

十

三

の

ト

マ

ホ

ー

ク

発

射

台

が

横

須

賀

に

据

え

ら

な

い

で

、

こ

の

国

が

手

に

し

よ

う

と

し

て

い

る

「

悪

れ

る

。

そ

れ

が

二

隻

の

「

楳

港

化

」

の

意

味

だ

。

廣

の

選

択

j

を

拒

否

し

よ

う

！
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神

奈

川

・

横

須

賀

で

は

草

の

根

署

名

始

ま

ろ

う

と

し

て

い

る

（

左

の

ス

ク

ラ

ッ

プ

参

照

）

。

全

国

で

も

や

ろ

う

。

「

反

核

千

人

委

員

会

」

[
N
C
C
（

日

本

キ

リ

ス

ト

教

協

議

会

）

平

和

委

員

会

」

一

平

和

事

務

所

」

「

婦

人

民

主

ク

ラ

プ

」

の

四

者

を

連

絡

先

に

し

た

全

国

署

名

の

準

備

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

●
非
核
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト

全

国

の

非

核

を

宣

言

し

た

自

治

体

と

市

民

に

と

っ

て

こ

れ

は

決

し

て

他

人

ご

と

で

は

な

い

は

ず

だ

。

全

国

規

模

で

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

や

ろ

う

。

そ

れ

に

は

都

道

府

県

ご

と

の

あ

る

い

は

地

方

プ

ロ

ッ

ク

ご

と

の

「

担

い

手

」

が

必

要

。

協

力

者

を

つ

の

る

！

●
そ
の
他
全
て

首

都

圏

で

は

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

の

作

製

、

市

民

へ

の

ア

ン

ケ

ー

ト

訓

査

が

計

画

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

も

ろ

ん

横

須

賀

で

の

大

き

な

集

会

も

必

要

だ

ろ

う

。

一

カ

ー

ヒ

ル

に

ぱ

直

1
十

二

枯

の

卜

論

の

盛

り

Lげ
を

図

る

こ

と

こ

し

か

態

度

決

定

を

求

め

、

各

政

党

へ

i

マ

ホ

ー

ク

允

射

笥

が

取

り

付

け

ら

た

。

の

公

聞

四

問

、

キ

ャ

ラ

バ

ン

、

山

れ

て

お

り

、

瞑

時

点

で

は

米

甲

艦

ま

ず

、

以

内

の

市

民

迎

動

グ

ル

会

、

デ

モ

、

い

民

公

聡

会

い

閲

肝

一

で

最

大

0
ト

マ

ホ

ー

ク

柄

載

可

能

ー

プ

や

釘

町

な

ど

あ

ら

ゆ

る

団

体

も

併

行

し

て

行

う

げ

血

た

□:」
1
I
n

、ロロ

□言
い
冒
｀
一
口
口
薗
置

翡

し

グ

ル

ー

フ

（

国

汎

仄

J

{

)

-

7

が

ヘ

ー

仕

几

月

ま

で

、

ま

だ

、

バ

覧

翡

晨

贄

上

げ

を

検

討

し

に

吋

べ

＞

か

け

て

の

腐

翡

ば

、

：

卜

八

11、

'1万人
の

閲

名

心

動

一

ン

カ

ー

ヒ

ル

ば

畠

事

で

塁

だ

賢

言

J

i

l

i

ト

九

年

、

面

立

出

ま

で

に

百

J

j

人

を

達

成

さ

せ

＿

ぃ
、1
1バ
民
公
嬰
匂
聞
肝
な
と
を
利
定
釆
茄
市
立
料
な
上
にL．
支
名
と
、
核
兵
器
開
彗
げ
」
が
い
澁
会
で
採
一
ろ
~
叶
血
主
だ
、
い
、
横
須
四
r
l
i
-

、

i

-

卜

支

い

印

述

動

を

允

み

だ

r

～

フ

ァ

(

7に
よ

9、

r，ば、
べ

ニ

択

さ

れ

ゃ

椋

に

匹

敵

す

る

い

に

但

に

は

沿

化

を

受

け

入

れ

る

か

ど

う

一

(
 '
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(5) 

も
の
に
過
ぎ
な
い
と
話
し
あ
っ
た
の
で
参
加
グ
ル
ー

プ
を
区
別
な
く
列
挙
し
て
お
く
。
沖
縄
原
水
禁
、
原

水
禁
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
正

義
と
平
和
協
議
会
、
社
会
党
、
総
評
、
反
核
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
反
ト
マ
運
動
、
平
和
事
務
所
、

東
チ
モ
ー
ル
支
援
委
員
会
、
進
出
企
業
を
考
え
る
会
。

今
回
は
、
香
港
、
韓
国
（
在
比
、
在
米
）
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

は
、
グ
リ
ー
ナ
ム
・
コ
モ
ン
の
平
和
キ
ャ
ン
プ
か
ら

の
三
人
の
女
性
、
デ
ン
マ
ー
ク
平
和
財
団
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
外
務
省
の
軍
縮
担
当
者
な
ど
の
参
加
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

参
加
地
域
は
約
一
1

-

+

。
参
加
者
は
約
百
三
十
人
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
、

．
歓
迎
会

・
開
会
式

シ
ス
タ
ー
・
タ
ン
の
式
辞

タ
ニ
ア
ダ
上
院
議
員
の
基
調
報
告

地
域
代
表
に
よ
る
参
加
者
の
紹
介

・
非
核
独
立
太
平
洋
憲
章
の
再
検
討

・
重
点
討
論
ペ
ラ
ウ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
カ
ナ
ー
キ

•
太
平
洋
の
軍
事
化

・
政
治
介
入
と
経
済
搾
取
、
援
助
問
題

•
土
地
闘
争
、
独
立
闘
争
、
ハ
ワ
イ
、
東
チ
モ
ー

ル
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
マ
オ
リ
、

チ
ャ
モ
ロ
な
ど

・
決
議
採
択

途
中
で
半
日
、
参
加
者
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
グ ｀
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ヽ

●梅林宏道

の
報
告
川

• ヽ
~

昨
年
(
-
九
入
七
年
）
の
十
一
月
九
日
か
ら
十
六

日
ま
で
、
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
非
核
独
立

太
平
洋
会
議
に
出
席
し
た
9

そ
れ
よ
り
先
五
日
か
ら

入
日
ま
で
、
先
住
民
の
み
の
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
。

主
催
し
た
の
は
P
C
R
C
（
太
平
洋
問
題
資
料
セ
ン

タ
！
）
で
、
一
九
八
三
年
に
バ
ヌ
ア
ツ
で
第
四
回
が

開
催
さ
れ
て
か
ら
四
年
ぷ
り
の
開
催
で
あ
っ
た
。

P

C
R
C
の
運
営
委
員
会
か
ら
「
海
の
軍
備
撤
廃
を
！

太
平
洋
運
動
」
の
ホ
ノ
ル
ル
事
務
所
に
太
平
洋
の
軍

事
化
の
現
状
と
太
平
洋
運
勤
の
活
動
を
報
告
し
て
ほ

c
 

し
い
と
依
頼
が
あ
り
r

結
局
私
が
行
く
こ
と
に
な
っ

た。

P
Cし
R
C
の
財
政
を
助
け
る
意
味
で
日
本
で
カ

ン
パ
を
募
り
参
加
経
費
を
ま
か
な
う
こ
と
が
反
ト
マ

運
動
で
決
ま
り
、
多
く
の
万
々
か
ら
協
力
を
い
た
だ

い
た
f
}
こ
こ
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
わ
す
と
と
も
に
、

報
告
の
義
務
を
果
た
し
た
い
．
ま
た
、
非
核
・
非
同

盟
の
日
本
へ
の
夢
が
鼓
聟
さ
れ
る
、
か
け
が
え
の
な

い
人
々
と
の
出
会
い
を
、
今
後
の
私
た
ち
の
運
動
に

生
か
し
て
ゆ
き
た
い
。

限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
網
羅
的
な
報
告
は
で
き
な

い
。
む
し
ろ
、
私
ピ
こ
と
っ
て
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と

を
い
く
つ
か
書
き
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
事
実
的

ル
ー
プ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
へ
の
抗
議
デ
モ
が

行
わ
れ
た
。
夜
の
会
議
も
多
が
っ
た
が
、
ピ
デ
オ
ト
―

映
、
各
国
の
文
化
的
催
し
の
披
露
な
ど
が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
二
十
六
個
の
決
議
と
五
個
の
行
動
提

案
が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
横
須
賀
へ
の
フ

ァ
イ
フ
母
港
化
反
対
な
ど
日
本
か
ら
提
案
し
た
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
。
前
号
の
反
ト
マ
通
信
を
参
照
し

響
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式
や
権
威
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
会
議
で
あ

っ
た
。
軍
人
の
反
乱
が
絶
え
ず
懸
念
さ
れ
る
マ
ニ
ラ

の
政
情
と
父
親
が
自
分
の
身
代
わ
り
に
暗
殺
さ
れ
た

ば
か
り
の
ペ
ラ
ウ
の
ロ
ー
マ
ン
・
ペ
ド
ー
ル
氏
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
厳
し
い
闘
争
の
中
か
ら
の
参
加
者

が
多
い
こ
と
の
た
め
に
、
参
加
者
の
安
全
性
に
つ
い

て
と
り
わ
け
厳
重
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
人

口
が
小
さ
な
島
の
人
々
が
圧
迫
感
を
受
け
る
こ
と
な

く
対
等
な
参
加
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
、
参
加
者
の

人
数
や
資
格
に
つ
い
て
厳
密
な
基
準
が
設
け
ら
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者
は
対
等
な
人
格
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
気
風
が
し
っ
か
り
と
あ
っ
て
、
い
さ
さ

か
も
権
威
主
義
的
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
と

き
、
い
つ
も
日
本
の
社
会
、
そ
し
て
運
動
の
中
に
も

染
み
つ
い
て
い
る
権
威
主
義
が
本
当
に
何
と
か
な
ら

な
い
も
の
か
と
痛
感
す
る
。

多
様
な
人
種
と
民
族
の
代
表
た
ち
が
、
自
分
た
ち

の
直
面
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
語
り
あ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
外
務
省
か
ら
の
参
加
者
が
、
会
議

の
印
象
を
「
反
核
会
議
と
い
う
よ
り
解
放
闘
争
の
会

議
だ
」
と
要
約
し
て
語
っ
て
い
た
が
、
確
か
に
そ
の

て
い
た
だ
き
た
い
。

全
体
的
な
印
象

な
事
柄
を
最
初
に
要
約
し
て
お
く
。

会
場
は
マ
ニ
ラ
中
心
地
の
リ
サ
ー
ル
公
園
か
ら
そ

う
遠
く
な
い
ピ
ウ
ス
十
二
世
セ
ン
タ
ー
と
い
う
カ
ソ

リ
ッ
ク
施
設
で
あ
っ
た
。
私
の
宿
泊
も
同
じ
。
断
水

で
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
い
で
何
度
か
往
生
し
た
が
、

そ
れ
も
こ
れ
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
験
で
な
れ
て
い

た
の
で
気
に
な
ら
ず
、
す
こ
ぷ
る
快
適
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
来
る
と
や
は
り
元
気
を
回
復
す
る
。

参
加
し
た
地
域
は
実
に
多
か
っ
た
。
名
前
を
聞
く

だ
け
で
も
太
平
洋
の
香
が
漂
う
島
々
の
代
表
が
顔
を

そ
ろ
え
た
。
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
、
ク
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン

ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ー
キ
ィ

（
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
）
、
キ
リ
バ
ス
、
ニ
ウ
エ
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
タ
ヒ
チ
、
ト
ン
ガ
、
西
パ
プ
ア
、

西
サ
モ
ア
。
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
。
マ
ー
シ
ャ

ル
か
ら
の
参
加
者
が
な
か
っ
た
の
が
少
し
寂
し
か
っ

た
。
今
回
の
会
議
を
成
功
に
導
い
た
事
務
局
長
の
ロ

ペ
ッ
テ
ィ
・
セ
ニ
ト
リ
氏
（
ト
ン
ガ
）
が
、
マ
ニ
ラ

空
港
の
入
国
管
理
局
は
、
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い

国
の
名
前
が
パ
ス
ポ
，
i
'
卜
に
あ
る
の
で
び
っ
く
り
す

る
だ
ろ
う
、
と
書
い
て
い
た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。

環
太
平
洋
の
国
々
か
ら
は
、
先
住
民
と
非
先
住
民

が
参
加
。
日
本
か
ら
は
ア
イ
ヌ
の
参
加
を
準
備
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
大
き
な
宿
題
が
残
っ
た
。
会
議
参

加
者
は
投
票
権
の
あ
る
正
式
代
表
と
オ
プ
ザ
ー
バ
ー

な
ど
に
厳
密
に
区
別
さ
れ
た
が
、
日
本
か
ら
の
参
加

者
の
湯
合
は
事
前
の
相
談
で
そ
の
区
別
は
便
宜
的
な
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傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
反
核
運
動
と
比
較
し
て
太
平
洋
民
衆

の
置
か
れ
て
い
る
植
民
地
主
義
の
歴
史
は
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
非
核
化
の
問
題
が
植

民
地
主
義
と
の
対
決
と
一
体
化
し
て
ゆ
く
必
然
性
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
に
な
ら
な
い
。
今
日
、
ペ
ラ
ウ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
の
非
核
化
と
ア
メ
リ
カ
の
干
渉

分
か
れ
て
懇
談
す
る
場
が
持
た
れ
た
。
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
セ
ン
タ
ー
の
船
田
君
と
私
は
、
こ
の
会
に
出
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ア

メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
た
ち
、
韓
国
人
た
ち

と
と
も
に
、
「
支
援
」
と
は
何
か
を
め
ぐ
っ
て
長
い

議
論
を
し
た
。
と
て
も
い
い
議
論
で
あ
っ
た
と
思
う
。

グ
リ
ー
ナ
ム
か
ら
の
女
性
の
一
人
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
女
性
の
一
人
は
議
論
の
途
中
で
感
情
の
高

ぷ
り
で
泣
き
出
す
場
面
も
あ
っ
た
。

単
純
に
善
悪
の
判
断
を
私
は
下
し
た
く
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
「
先
住
民
」
と
「
支

援
」
と
抵
抗
な
く
二
分
す
る
考
え
方
が
太
平
洋
の
運

動
に
は
あ
る
。
ア
ジ
ア
民
衆
と
日
本
の
運
動
と
の
関

係
で
は
、
そ
こ
は
そ
ん
な
に
単
純
で
は
な
い
。
日
本

の
運
動
に
も
色
々
あ
る
が
少
な
く
と
も
、
今
回
の
会

議
に
参
加
し
て
い
る
白
人
た
ち
と
似
た
よ
う
な
質
の

運
動
を
し
て
い
る
日
本
の
運
動
に
関
し
て
は
そ
う
で

あ
る
。私
は
自
分
の
日
韓
連
帯
運
動
の
経
験
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
日
本
の
運
動
が
「
支
援
」
と
言
う
言
葉
を

使
わ
な
く
な
っ
た
経
過
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
金
芝

河
が
三
・
一
ア
ピ
ー
ル
の
中
で
「
あ
な
た
方
は
私
た

ち
を
救
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
私
た
ち
の
闘
い
は

あ
な
た
方
を
救
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ

た
こ
と
を
引
用
し
、
私
た
ち
が
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
を

語
っ
た
。
そ
し
て
日
本
の
運
動
は
自
分
た
ち
の
、
国
の

根
源
的
変
革
を
志
す
こ
と
に
お
い
て
、
解
放
闘
争
と

準
備
段
階
か
ら
、
今
回
の
会
議
は
フ
ィ
ジ
ーI
問
題

で
も
め
る
と
聞
い
て
い
た
e

南
太
平
洋
の
先
住
民
の

運
動
家
た
ち
の
間
で
、
現
フ
ィ
ジ
ー
政
権
の
評
価
を

巡
っ
て
深
刻
な
意
見
の
違
い
が
あ
り
、
ラ
ン
プ
カ
，

ク
ー
デ
タ
・
5

政
権
を
支
持
す
る
運
動
家
が
マ
ニ
ラ
会

一
フ
ィ
ジ
ー

i
 

の
問
題
は
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
会
議

の
中
で
、
韓
国
の
代
表
が
カ
ナ
ー
キ
ィ
の
代
表
に
カ

ナ
ー
キ
ィ
の
解
放
闘
争
が
非
核
化
と
ど
の
よ
う
に
結

び
つ
い
て
い
る
の
か
、
と
率
直
な
質
問
を
し
て
い
た

が
こ
れ
は
非
核
化
と
解
放
闘
争
の
関
係
が
一
般
的
に

は
や
や
わ
か
り
に
く
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ナ

ー
キ
ィ
の
代
表
は
、
カ
ナ
ー
ク
人
の
独
立
を
認
め
な

い
フ
ラ
ン
ス
の
太
平
洋
暇
略
の
根
本
は
南
太
平
洋
に

お
け
る
核
実
験
湯
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
、
カ
ナ

ー
キ
ィ
の
独
立
な
し
に
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
の

独
立
と
非
核
化
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
明
快
に
応
え
て

い
た
。
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の

反
核
運
動
と
独
立
の
関
係
は
も
う
―
つ
の
例
で
あ
る
e

私
の
報
告
の
中
で
も
強
調
し
た
が
、
一
見
独
立
国
で

あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
非
核
政
策
を
撒
底
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
（
よ
り
間

接
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
）
か
ら
の
千
渉

は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
は
ね
返
す

闘
い
は
民
衆
の
主
権
へ
の
尊
厳
に
支
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
ハ
ワ
イ
先
住
民
の
土
地
闘
争
、

ウ
ラ
ン
採
掘
と
直
接
つ
な
が
ら
な
い
先
住
民
の
権
利

回
復
の
闘
争
な
ど
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う

な
反
核
と
独
立
の
一
体
性
の
文
脈
と
は
ま
た
異
な
る

次
元
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
辺
に
、
非
核
独
立
太
平
洋
運
動
に
つ
い
て
充
分
に

整
理
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
私
自
身
も
、
非
核
独
立
太
平
洋
運
動
と
い
う
の

連
帯
す
る
と
い
う
考
え
方
を
育
て
て
き
た
、
と
語
っ

た
。
拍
手
が
あ
っ
た
。

と
同
時
に
、
そ
れ
は
成
功
し
て
い
な
い
、
と
語
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
八
0
年
代
の
日
本

で
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
気
負
わ
ず
に
「
支
援
」

の
役
割
に
身
を
お
く
若
い
世
代
の
意
識
が
主
流
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
私
は
内
心
で
は
、

「
支
援
」
で
あ
っ
て
も
、
自
国
の
政
府
へ
の
局
面
、

局
面
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
い
な
い
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
民
衆
に
較
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
日
本

の
運
動
の
情
況
を
思
っ
て
い
た
。
若
い
韓
国
人
は
、

「
金
芝
河
の
考
え
方
は
よ
く
理
解
で
き
る
e

し
か
し
、

あ
れ
は
七

0
年
代
の
考
え
方
だ
。
私
た
ち
は
い
ま
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
あ
と
で
話
し
か
け
て
来

た
。
彼
は
、
陽
気
で
パ
ン
カ
ラ
な
男
で
、
ハ
ン
カ
チ

で
マ
ス
ク
を
し
て
ア
メ
大
へ
の
デ
モ
に
参
加
し
た
が
、

途
中
で
マ
ス
ク
を
搭
て
て
し
ま
っ
た
。

｀
 

と，

曹

← 
支
援
グ
ル
ー
プ
？

＿
 

は
何
な
の
だ
ろ
う
と
会
議
の
中
で
何
度
も
自
問
し
た
。

「
早
く
整
理
す
べ
き
で
あ
る
」
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
非
核
独
立
太
平
洋
運
動
の
発
展
の
中
で
、

き
っ
と
そ
の
性
格
づ
け
を
め
ぐ
る
討
論
が
も
う
一
度

訪
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
強
く
も

っ
た
。非

核
独
立
太
平
洋
運
動
と
は
何
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
問
い
は
、
日
本
人
と
し
て
何
故
こ
こ
に
居
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
自
問
で
も
あ
っ
た
。

「
海
の
軍
備
撤
廃
を
！
太
平
洋
運
動
」
が
、
八
八

年
の
リ
ム
バ
ッ
ク
反
対
運
動
に
言
及
し
た
決
議
を
提

案
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
先
住
民
代

表
が
白
人
活
動
家
へ
の
不
信
を
露
わ
に
表
明
し
た
場

面
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
は
、
今
回
の
会
議
の
中
で

色
々
な
人
々
の
対
立
や
感
情
の
機
微
が
最
も
複
雑
に

交
錯
し
爆
発
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
不
幸
な
情
報
の

行
き
違
い
や
誤
解
を
含
む
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
、

こ
こ
で
説
明
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
し
そ
の
必
要
も

無
い
と
思
わ
れ
る
。
ハ
ワ
イ
の
先
住
民
の
態
度
に
怒

っ
て
議
長
を
し
て
い
た
ロ
ー
マ
ン
・
ペ
ド
ー
ル
氏
が

席
を
立
ち
、
あ
と
味
の
悪
い
会
議
の
中
断
の
あ
っ
た

翌
日
の
夜
、
先
住
民
と
支
援
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ

議
に
出
席
す
る
と
の
報
も
入
っ
て
い
た
。
「
太
平
洋

の
軍
事
化
」
に
つ
い
て
基
調
報
告
す
る
わ
が
身
と
し

て
は
、
フ
ィ
ジ
ー
問
題
を
ど
う
描
く
か
と
い
う
こ
と

で
頭
が
痛
か
っ
た
。
結
局
は
、
南
太
平
洋
か
ら
遠
い

日
本
に
居
る
分
だ
け
、
は
っ
き
り
と
フ
ィ
ジ
ー
の
反

核
政
権
の
回
復
の
必
要
性
を
主
張
す
る
の
が
よ
い
と

腹
を
く
く
っ
て
い
た
。



(9) 
(8) 

代
表
木
原
省
治

原
発
は
ご
め
ん
だ
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の
会

核
被
害
者
世
界
大
会
に
参
加
し
て

ニューヨーク
でのデモ行道

会
議
の
運
営
委
員
会
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
反
対
派
で

古
く
か
ら
フ
ィ
ジ
ー
非
核
化
の
活
動
を
続
け
て
来
た

フ
ィ
ジ
ー
反
核
グ
ル
ー
プ

(
F
A
N
G
)
と
昨
年
の

四
月
の
パ
バ
ン
ド
ラ
労
働
党
連
立
政
権
の
成
立
後
に

結
成
さ
れ
た
右
翼
的
、
人
種
差
別
的
民
族
運
動
で
あ

る
タ
ウ
ケ
イ
運
動
の
両
方
に
招
待
状
を
出
し
た
。
そ

し
て
、

F
A
N
G
が
拒
否
し
、
タ
ウ
ケ
イ
が
同
意
し

て
、
一
時
は
タ
ウ
ケ
イ
の
み
が
マ
ニ
ラ
会
議
に
参
加

す
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。

F
A
N
G
の
出
席
予

定
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
グ
プ
ラ
氏
は
手
紙
で
、

タ
ウ
ケ
イ
運
動
は
非
核
化
へ
の
敵
対
者
で
あ
り
出
席

の
資
格
が
な
い
こ
と
、
フ
ィ
ジ
ー
国
内
は
戒
厳
令
状

昨
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
言
凹
核
被
害
者
世
界
大
会

に
参
加
し
た
。

こ
の
大
会
で
感
じ
た
こ
と
を
、
昨
年
流
行
の
俵
万

智
風
に
表
現
し
て
み
る
と
次
の
二
つ
の
短
歌
に
な
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
俵
さ
ん
程
の
才
能
が
な
い
こ
と
は
皆

さ
ん
よ
ー
く
ご
存
知
の
こ
と
で
す
が
。

「
“
日
本
は
唯
一
の
被
煤
国
“
な
ん
て
、

世
界
に
向
か
っ
て
言
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
？
」

「
“
核
戦
争
み
ん
な
で
死
ね
ば
こ
わ
く
な
い
。
な

ん
て
呂
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
な
い
と
思
う
」

態
で
あ
り
マ
ニ
ラ
会
議
で
タ
ウ
ケ
イ
と
同
席
し
て
も
、

そ
の
後
の
安
全
性
の
保
陣
が
な
く
対
等
な
議
論
は
成

立
し
な
い
こ
と
を
出
席
拒
否
の
理
由
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
マ
ニ
ラ
に
着
い
て
み
る
と
状
況
が
逆
転

し
て
い
た
。
タ
ウ
ケ
イ
は
出
席
せ
ず
ジ
ョ
ン
・
ダ
グ

プ
ラ
氏
が
来
て
い
た
。
こ
の
逆
転
の
プ
ロ
セ
ス
は
充

分
に
つ
か
め
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
平

和
運
動
を
中
心
に
強
力
な
巻
き
返
し
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ダ
グ
プ
ラ
と
何
度
か
話
を
し
た
。
温
厚

な
人
物
で
、
静
か
に
、
し
か
し
、
彼
の
言
葉
に
よ
れ

ば
孤
軍
奮
闘
し
て
い
た
。
先
住
民
だ
け
の
会
議
で
は

メ
ラ
ネ
シ
ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
純
粋
民
族
主
義
を
打

ち
出
し
て
い
る
タ
ウ
ケ
イ
政
権
に
同
情
的
な
雰
囲
気

が
強
く
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
や
反
差
別
の
理
念
か
ら

事
態
を
見
よ
う
と
す
る
主
張
は
非
常
に
出
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
の
先
住
民
マ

オ
リ
に
し
て
み
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
理
念
は
結
局

の
と
こ
ろ
マ
オ
リ
を
少
数
化
し
て
白
人
が
土
地
を
奪

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
時
的
な
ゆ
き
過
ぎ

は
先
住
民
の
権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な

い
と
言
う
。
ジ
ョ
ン
自
身
、
実
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
起

こ
し
た
ラ
ン
プ
カ
大
佐
の
い
と
こ
で
、
も
ち
ろ
ん
メ

ラ
ネ
シ
ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
熱

心
に
パ
バ
ン
ド
ラ
政
権
こ
そ
本
当
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
・

ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
不
可
侵
の
権
利
を
保
証
し
、
し
か

も
イ
ン
ド
系
と
の
人
種
対
立
を
越
え
る
新
し
い
フ

ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
も
う
ひ
と
つ
。

「
II
怒
る
よ
り
祈
れ
II

と
君
が
い
う
か
ら

八
月
六
日
は
平
和
祈
念
日

祈
っ
て
い
れ
ば
戦
は
終
わ
る
の
？
」

大
会
に
は
、
広
島
・
長
崎
の
被
煤
者
を
は
じ
め
、

被
爆
兵
士
、
核
実
験
の
風
下
住
民
、
ピ
キ
ニ
環
礁
の

核
被
害
者
、
ス
リ
ー
ー
マ
イ
ル
や
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
の

放
射
能
被
害
者
、
原
子
力
施
設
の
労
働
者
、
ウ
ラ
ン

採
掘
な
ど
で
被
害
を
受
け
て
い
る
先
住
民
、
そ
し
て

科
学
者
、
医
師
、
さ
ら
に
弁
護
士
ら
が
参
加
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
核
被
害
の
実
情
を
訴
え
た
。

こ
の
大
会
で
の
核
被
害
者
の
証
言
な
ど
は
、
週
間

誌
や
ミ
ニ
コ
ミ
な
ど
で
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め

重
複
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

九
月
二
十
七
日
、
大
会
参
加
者
は
国
連
近
く
の
公

園
に
む
け
て
デ
モ
行
進
を
し
た
◇
横
文
字
の
ス
ロ
ー

~
9
9
9
ヽ
‘

沼^

冷~祉

ハ＂ス疇ヽ
＇ゲの
が
｀
ヽ
冷
だ

＇ 5‘ 

，ょ

刈心＼塁ぎ

-
y
、
噸
f
f
念

（
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（
了
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ジ
ョ
ン
は
、
フ
ィ
ジ
ー
で
拷
問
が
始
ま
っ
て
い
る

と
話
を
し
、
そ
の
事
例
の
リ
ス
ト
を
く
れ
た
。
そ
し

て
フ
ィ
ジ
ー
が
国
連
軍
に
三
千
二
百
人
も
兵
を
派
遣

し
て
お
り
、
そ
の
報
償
金
（
一
年
に
五
百
万
米
ド
ル
）

が
タ
ウ
ケ
イ
政
権
の
重
要
な
資
金
源
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
訴
え
、
国
連
に
こ
れ
を
止
め
さ
せ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
し
て
ほ
し
い
と
語
っ
て
い
た
。

さ
て
、
マ
ニ
ラ
会
議
は
フ
ィ
ジ
ー
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
決
議
を
あ
げ
る
か
を
巡
っ
て
実
に
て
い
ね
い

な
議
論
を
し
た
。
ロ
ペ
ッ
テ
ィ
事
務
局
長
は
、
各
国
、

そ
し
て
国
の
中
で
議
論
が
ま
と
ま
ら
な
い
な
ら
ば
各

グ
ル
ー
プ
が
必
ず
発
言
を
す
る
よ
う
に
要
請
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
無
か
っ
た
議
事
を
設
定
し
た
。
そ
し

て
、
決
議
の
中
の
「
第
五
回
非
核
独
立
太
平
洋
会
議

は、

a
政
権
を
と
る
手
段
と
し
て
の
フ
ィ
ジ
ー
の
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
、

b
政
権
を
行
使
す
る
手
段
と
し
て

の
軍
事
独
裁
•
•
…
·
を
非
難
す
る
」
と
い
う
個
所
が
投

票
に
付
さ
れ
、
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
な
ど
三
ヶ
国
が
棄
権

を
し
て
採
択
さ
れ
た
。
日
本
の
代
表
団
に
は
、
現
政

権
を
認
め
な
い
趣
旨
を
も
っ
と
明
確
に
出
す
べ
き
だ

と
の
強
い
意
見
も
あ
っ
た
が
、
決
議
に
賛
成
す
る
道

を
選
ん
だ
。

反
ト
マ
運
動
で
は
フ
ィ
ジ
ー
事
態
の
大
切
さ
を
訴

え
、
文
献
紹
介
や
学
習
会
を
し
て
来
て
い
た
の
で
会

議
で
は
そ
れ
が
大
へ
ん
に
役
に
立
っ
た
。

イ
ジ
ー
社
会
に
一
歩
を
踏
み
出
す
政
権
で
あ
っ
た
と

力
説
し
た
。
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界
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ガ
ン
が
並
ぶ
中
で
、
見
情
れ
た
、
原
発
絶
対
反
対
l
f

と
日
本
語
で
書
か
れ
た
ハ
チ
マ
キ
を
し
た
メ
ア
リ

ー
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
さ
ん
が
い
た
。

メ
ア
リ
ー
さ
ん
で
は
、
記
憶
に
無
い
か
も
し
れ
な

い
が
、

T
M
I
事
故
の
現
在
を
訴
え
る
た
め
、
放
射

能
の
影
響
で
普
通
の
三
＼
阻
倍
の
大
き
さ
に
な
っ
た

タ
ン
ポ
ポ
の
葉
を
も
っ
て
、
今
年
の
三
月
か
ら
凹
月

に
か
け
て
日
本
各
地
を
ま
わ
っ
た
、
ハ
リ
ス
パ
ー
グ

の
主
婦
。

ハ
リ
ス
バ
ー
グ
の
彼
女
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。

タ
ン
ポ
ポ
の
葉
だ
け
で
な
く
、
お
し
べ
の
な
い
花
、

片
方
向
の
ふ
く
ら
み
の
な
い
葉
、
二
つ
の
花
が
く
つ

つ
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
や
タ
ン
ポ
ポ
の
花
、

T
M
I
の
事

故
の
風
下
に
多
く
発
生
し
て
い
る
ガ
ン
な
ど
の
恐
ろ

し
い
深
刻
な
話
を
聞
い
た
。

「
い
ま
見
ら
れ
る
植
物
の
涅
常
は
、
私
た
ち
へ
の

警
告
な
の
よ
」
と
メ
ア
リ
ー
さ
ん
は
い
っ
た
。
米
工

ネ
ル
ギ
ー
省
や
州
政
府
な
ど
は
、
事
故
で
漏
れ
た
放

射
能
は
低
レ
ベ
ル
で
少
屋
と
言
っ
て
お
り
、
健
康
調

査
や
環
境
調
査
も
い
ま
な
お
行
わ
れ
て
い
な
い
。

八
•
六
に
ほ
彼
女
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
T
M
I

原
発

の
あ
の
川
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
ハ
リ
ス
バ

ー
グ
デ
イ
と
し
て
、
日
本
流
の
と
う
ろ
う
を
流
し
た

と
か
：
・
…
°

「
日
本
へ
来
て
い
て
、
ど
う
い
う
日
木
語
を
躇
え

て
る
？
」
と
間
い
た
ら
、
た
だ
―
つ
だ
け
「
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
だ
と
笑
い
な
が
ら
答
え
て
く
れ
た
。

タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
に
住
む
ク
ロ
デ
イ
ア
・
ピ
ー

タ
ー
ソ
ン
さ
ん
の
次
女
ベ
サ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
（
六
オ
）

が
死
ん
だ
と
。

泣
き
な
が
ら
の
屯
話
の
市
は
、
核
実
験
風
下
の
核

被
害
者
グ
ル
ー
プ
「
シ
チ
ズ
ン
・
コ
・
ー
ル
」
の
代
表

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
。
ペ
サ
ニ
ー
ち
ゃ
ん

は
、
神
経
ガ
ン
だ
っ
た
。

が
大
会
の
中
で
、

斑
の
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
さ
ん

7

私
は
小
さ
い
時
に
何
度
も
核
実

験
を
見
ま
し
た
。
私
た
ち
は
モ
ル
モ
ン
教
徒
で
、
タ

バ
コ
も
コ
ー
ヒ
ー
も
の
み
ま
せ
ん
。
ベ
サ
ニ
ー
の
ガ

ン
の
原
因
は
核
実
験
の
影
響
以
外
に
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
い
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

広
島
は
ヒ
ロ
シ
マ
の
声
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
は

や
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
界
の
声

を
ヒ
ロ
シ
マ
に
伝
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
核
被
害
者
世
界
大
会
の
中
で
、

こ
の
塙
は
、

形
の
核
被
害
を
語
る
だ
け
で
い
い
の

の
核
被
害
に
応
え
な
く
て
は
…
•
•
•
O

強
く
感
じ
た
。

大
会
の
中
で
日
本
の
二
＼
三
人
の
被
爆
者
が
「
我

々
は
唯
一
の
被
爆
国
民
と
し
て
…
…
」
と
発
言
し
た
。

核
被
害
者
世
界
大
会
で
あ
る
。

そ
し
て

「
惨
刺
の
様
f
」
が
語
ら
れ
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
は
過
云

現
在
進
行
形 、・̀

核
被
害
者
の
報
告
の
中
か
ら
、
「
ゼ
リ
ー
・
ベ
イ

ピ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
か
聞
い
た
。
ヒ
パ
ク
シ

ャ
か
ら
生
れ
た
子
供
で
、
形
態
を
な
さ
な
い
で
死
産

と
い
う
形
で
生
れ
る
子
ク
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
二
年
の
南
太
平
洋
で
の
英
国
核
実
験
に
参

加
し
た
退
役
箪
人
の
グ
レ
イ
さ
ん
（
五
十
七
オ
）
は

「
一
九
五
五
年
に
最
初
の
子
供
が
生
ま
れ
た
が
、
ゼ

リ
ー
・
ベ
イ
ピ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
後
生
ま
れ
た
三
人

の
子
供
も
、
長
女
は
お
腹
に
穴
が
あ
い
て
い
た
。
あ

と
の
二
人
も
奇
形
だ
っ
た
」
と
発
言
。

グ
レ
イ
さ
ん
の
知
人
の
退
役
軍
人
の
子
供
に
も
、

指
の
全
然
な
い
子
供
、
身
体
の
全
部
が
青
く
な
っ
た

子
供
、
鼻
の
な
い
子
供
が
生
ま
れ
て
い
る
と
の
事
．

英
国
核
実
験
退
役
軍
人
協
会
で
、
退
役
軍
人
の
子
供

大
会
に
は
、

被
爆
者
の
姿
が
な
か
っ
た
。
米
国
に
は
推
定
で
、

0
0
0
人
程
度
の
広
島
・
長
崎
の
体
験
者
が
い
る
と

さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
集
中
し
て
い

る
の
だ
が
、

こ
の
人
達
の
求
況
を
現
地
に
聞
い
た
。

精
神
的
に
も
物
理
的
に
も
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
に

涙
が
出
た
。

米
国
に
住
ん
で
い
る
広
島
・
長
崎
の

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、

西
海
岸
の
サ
ン

医
療
費
に
莫
大
な
お
金
が
か
か
る
。
被
爆
者
と
わ

か
れ
ば
、
保
険
に
加
人
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
だ
か
ら

一
日
病
院
へ
行
っ
た
ら
六
百
ド
ル
、
入
院
す
れ
ば
一

旦
一
千
ド
ル
は
か
か
る
。
手
術
で
も
し
た
ら
す
ぐ
に

一
万
ド
ル
以
上
の
出
費
に
な
る
と
い
う
。
日
本
政
府

は
、
外
国
に
住
む
被
爆
者
に
は
何
の
対
策
も
し
て
い

な
い
。一
般
的
米
国
人
か
ら
は
、
あ
ら
わ
に
パ
ー
ル
ハ
ー

パ
ー
と
言
っ
て
敵
意
あ
ら
わ
に
さ
れ
る
。

平
和
団
体

か
ら
は
、
デ
モ
の
先
頭
に
立
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、

一
方
核
推
進
者
か
ら
は
『
放
射
能
の
被
害
を
受
け
た

が
、
こ
の
よ
う
に
元
気
に
生
き
て
い
る
』
と
証
言
し

て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
は
、
貧
乏
と
金
持
ち
そ
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
混
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大

き
な
ピ
ル
の
ほ
と
ん
ど
に

[
F
A
L
L
O
U
T
.
s

H
E
L
T
E
R
]
の
小
さ
な
看
板
が
つ
い
て
い
る
。

核
シ
ェ
ル
タ
ー
．
完
備
で
す
よ
！
と
い
う
印
で
あ
る
。

そ
し
て
犯
罪
の
多
い

街
だ
か
ら
か
、

セ
キ
ュ
リ
テ

ザ
リ
＇
・
ベ
イ
ビ
ー
：

．．
 

‘̀ 

ベサニーちゃんの髯璽クローディアさん

一
五
0

0
人
を
追
路
調
査
し
た
結
果
、
凹
百
五
十
二

人
か
ら
「
身
体
障
害
や
知
恵
遅
れ
」
な
ど
の
、
異
常
“

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

グ
レ
イ
さ
ん
本
人
の
歯
も
ほ
と
ん
ど
抜
け
て
い
る
。

し
か
し
彼
自
身
四
＼
五
年
前
ま
で
、
核
実
験
で
被
害

が
出
る
こ
と
な
ど
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

大
会
中
に
、
低
線
是
放
射
能
の
研
究
で
有
名
な
ロ

ザ
リ
ー
・
パ
ー
テ
ル
さ
ん
ら
の
医
師
グ
ル
ー
プ
が
、

ヒ
パ
ク
シ
ャ
の
血
液
検
査
を
や
っ
て
い
た
．
人
指
し

指
の
先
か
ら
チ
ク
ッ
と
針
の
よ

2
ば
も
の
を
さ
し
て

国
際
孟
話
が
か
か
っ
た
。
米
国
ユ

少
址
採
血
す
る
。
そ
の
後
念
入
り
な
問
診
。
耳
か
ら

と
る
の
と
違
っ
て
、
針
を
さ
し
た
と
き
痛
い
こ
と
、

痛
い
こ
と
。

ネ
パ
ダ
の
核
実
験
の
風
下
住
民
と
言
わ
れ
て
い
る

人
が
何
人
か
い
た
が
、
な
ん
と
全
員
に
白
血
球
異
常

が
認
め
ら
れ
た
。

十
一
月
九
日
、

ィ
（
安
全
）
と
い
う
言
葉
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
耳

に
し
た
。
例
え
ば
、
こ
の
ホ
テ
ル
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ
て
い
る
と
か
、
ア
パ
ー
ト
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
た
め
何
頂
も
の
鍵
を
し
て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
他
人
が
信
用

さ
れ
な
く
な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
た
め
核
兵
器
を

開
発
し
た
こ
と
が
、
世
界
中
を
不
安
定
な
も
の
に
し

て
し
ま
っ
た
の
か
！

核
実
験
・
ウ
ラ
ン
採
堀
か
ら
原
発
事
故
ま
で
、
平

和
と
軍
事
と
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
「
核
の
過
程
」

で
生
ま
れ
た
核
被
害
者
は
。
一
六
0

0
万
人
に
の
ぼ

る
と
い
う
。
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［収入］ ム竺；；和し

0前月からの繰り越し ・心臼→茄 I
内［経常繰越 罪但

訳 借入金繰越△4うi.0り。J| 
0会費収入 134,000 

維持団体 58. 000 

:[言］：：：l|  
0カンパ 95,400 I 1 

0反核ホットライン 3,000 、

（会費、パンフ売り上げ）

6.·,,、 69 ，，€
頌 22;1⑱|

-, 3 2'f ¢ c 

く計＞

［支出］

●家賃 40,000 

●電話代 4,000 

●郵送費 53,170 

●印刷費 34,000 

●会場費 11,500 

●行動費 5,000 

●雑費 860 

●反核ホットライン経費 32,000 

●手数料（郵便振替） 2,570 

●借り入れ金返済 48,000 ↓ 

I●次：へ［の：；：；．｀二四”7以
訳 借入金繰越△fi6河JJ
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定
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発
行

一
九
八
八
年
一
月
二
0
日
発
行

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
全
国
運
動

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九
パ
ル

青
山
五
0
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ト
マ
喰
い
虫
社

e
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（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
三
）
五
一

0
1

反
ト
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ホ
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通
信
編
集
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員
会

1
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年
間
二
0
0
0
円
）
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通
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'88 1 • 11 
理在

アジア太平洋責料センター

トマポーグ．り配備を許すな．／、全国運動

日本カト；［ク正義と平和協，；義会

日本や）ス；、教協墳会・平和委け会

日本：よこれで＇，，、し＼の力市民連合

日本YWC．＼強調，＇5.委員会

，`｛核10[^！（］＇、なii会

婦人民ヒケラープ

平和てド務所

問合わせは
トマ喰虫社へ


